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序文

4:iliの歴史は古く、弥生時代の遺跡をはじめ．凸墳時

代の墳駐が500余り !,inf勺各地に分布し、翌店な埋成文化

財が存在します．

このたぴ、諏象iii民総合センター達設に先立ち、昭和

6呼、 61年のニヶ年にかけて、久原遺跡の発掘調査が行

われました。それにより．弥生時代の共同ら地が確認さ

れ、そのうちの一つのお墓からは、肯銅製の剣と矛が見

つかりま Lた。この出土品は、市内では初めての発見で｀

貨重な資料といえます。

また、古墳時代の墳墓も50近く見つかり、一大墓地群

であったことがわかりました。そこで、このような私達

の過去の遺産を、将来にも伝えるために、前方後円墳一

つと円墳三つを復元し、古墳公園として整偏しておりま

す。この公園は、宗像市ユリックスに隣接Lていること

から、図書館やプラネタリウムといった公共の学習の場

と．大きなつながりをもっています。どうぞ教材として

広くご活用いただきたいと存じます。

発掘調査中には、市内の小・中学生を中心に、何度か

現地説明会を行い、生きた歴史の教材をじかに触れても

らうことが出来ました。また．このような歴史を少しで

も多くの皆様に知っていただくために、発掘調査の様子

や出土品を紹介したピデオと．古墳の整傭状況のピデオ

を二本制作しました。これらも存分にご活用いただきた

いと存じます。

ところで、久原遺跡の調査を担当し、古墳の整備にも

陣頭指揮をとっていた酒井仁夫氏（主任主査）が、この

1月に急逝しました。享年42でした。惜しい人材を失い

ました。市の文化財保護に力を尽くされ、・ようやく文化

財活動が軌道に乗り始めた矢先のことでした。慎んで哀

悼の意を表し、この報告書を氏の霊前に捧げます。

昭和63.ff.3月31B

宗像市教育委員会

教育長竹原瑛



例 言

I. +甚は；iH象rli民総合センクー造成に伴い、

昭和60年・ 61年度にかけて行われた緊急発掘

の調企報告である。

2. 発掘調企は；；ミ｛象iii教育委it会か実施した。

3. 本甚に使Illした図の作製、製図は清水比呂

之、消家直子、吉田浩二が行った。

4. 本督使用の写真扱影は清水が行った。また

一部の写真は石丸洋氏、協岡県教育委員会、

福岡市埋蔵文化財センクー、津屋崎町教育委

員会、背柳洋治氏、行田市立輝土博物館から

提供を得た。

5. 本文の編集・執筆は清水が行った。

6. 題字は大賀由美子による。
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久原遺跡 宗像市のほぽ中央に位置する。

北には玄界灘、遺跡の周辺には

釣Illにより形成された平野が広

がる。
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遺跡遠景 祁象四ツ塚が迫望出米る。

右から城品 i中世、祁象家の蚊後の山城）、

釜笛、 fL天袖。さらにその左側にitl,ii
., 
山が立ち並ぷ。

遺跡遠景

古墳騨 尾根上に築かれた古墳の数々。

手前の▽印が前方後円墳で、他は円墳群。
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正面に見えるのが許斐山。中世｀宗像

家の南端の山城てある。



竺
f
Uそ．
i
-
企．

r

銅剣と銅矛 弥生時代中期の墓の副葬品

土磁釦群 弥生時代中期の共同墓地。手前の大きな塁 (IV-1号土墳

~)から銅剣と銅矛が出土。
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鏡
・.,. ニ,,令. ..,.,, 令
内行花文鏡といわれ、

「君i訟箭」 rif茄i府j の
銘が入る。

前期古墳 繭笞民計ミ籍で｀内行花文鋭の他、鉄のエ具（鉄斧

とゃり雀） を副葬する。
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.'・ 
版築 (I-1号墳）

占頃のJftfi:.をつくる時につき固めた

土盛りの跡が層をなす。

墳丘 (I-1号項）

平野を望むように、台地の端にたたずむ占項。

中期古墳 (I-I号墳）
贔←

竪穴式石室で、馬の鐙や鉄鎮などを副葬する。
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後期の前方後円墳 (U-3号墳｝

久原古項群の中で唯一の前方後円項である。

手前右手が前方後円!rt,項に後µJ 部、その手1i•lか前 }j 部にあたる，

ぃ輪ふ埴＂筒
J

円 前方後円項の墳丘に立て並ぺられたと思われる．

左が円箇埴綸、右が朝顔形円筒埴輪。
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家形埴輪
... ,'. 
入母届造りの住居である C

前Ii後円瑣の項fl'I部に据え

られたものであろう'

fゞ

え.,- . う
令．，

心
答

家形埴輪（側面から）

蒻合 il•i 方後fIIJftのくぴれ部に据えられていた。
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磁森 はとんどが,,暉製品で、中世、 LI宋廿易の交易品か中心である，

大溝 rI -1号溝） 幅2-3 m. 長さ85mの溝の中から、中国製の陶磁諾と

中世の日常雑器が大絨に出土した。
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四耳壺 ，I屯l製の中世沿器

自磁 倫！ょ呈点ちといわれる

厚みのある口をもつ。

賣磁 磁誼肴といわれる蓮の花弁をかたどった

文様をもつ。
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弥生時代の土器

ば L I 

古墳時代の土緬繕
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藍喘受李油芦翌正旱藝幽幽鱈fii!il-~崎辛帽謳喜、叩溢浮“~-----_,, 鵬....一·寵鰊•一II■■--

古墳時代の須恵器

中世の日常縫暑
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久 原 遺 跡 の 年 表

西暦 時代 主 な 出 来 事 久 原 遺 跡 と 周 辺
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古代の宗像と久原遺跡

■ 人口の揖移
祁象,Iiは、北JL州市と協岡 iiiの虹I•にあたり、 I曲都iiiの通

動i翅としてペッドタウン化が進み、現“人口は約 6万3千人、

面積76.65km'である。玄界瀾に面して北から玄海町、津尉崎町、

協阻1町が並ひ・・大島村を含めて．；；：｛象郡を構成する。

占代辛f象（奈良から平安時代にかけて）といった時、その

範囲は現在の宗像市、宗像郡および柏屋都北部の古賀町あた

りまで含んでいたといわれる。1例えばJO世紀（平安時代）に
ヽ• ふ• "ヽ'

作成された r和名抄』によると、古代余｛象郡は14郷からなっ

ていた。この14郷という郡の規1具は、当時からすればひじょ

うに大きなものである。

また筑前国の 9世紀（平安時代）の一郷あたりの平均人口

874人という沢田吾ー氏の研究があり、それからすると古代宗

像は12,236人であったことになる＇さらに人口増加率を踏ま

えて、渡辺正気氏は「古墳時代前期の四世紀の人口は6,000人ほどであろうか」②。と推定している。

このことからこ古代宗像の地には、古墳時代、すでに多くの人々が居住していたことになる。

■ 歴史的背景

召 ゞ
玄
界
瀑

＼遁
，.？玄（賣
、湯 2、`町、,._,__ __ _ 

: / 
()  
＼瓢

津‘‘
，， 
f 宗像市
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屋 J・ ヽぷ・
崎 9
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町令

• jl 
』!-、一、 久原遺跡 ) 

/ヽ・-.--・へ¥'r・.J
褐間町 、、¥_,--・ 一_,..,.....i 1,200 ・--. 
・ー・-- f 

鞍手郡

租麗郡（古賀町） ／ヽ．． I JOOOM 
I~~ 

A ll!l図古代宗懺の麓囲

北部九州でも、特に玄界灘沿岸は大陸や朝鮮半島の文化を妓初に受け入れた地域である。弥生時代における米作り、

青銅製品といった先進文化の流入は、福岡市、唐津市｀糸島郡などで顕著であった。ところが｀宗像では、弥生時代

の遺跡は少なく、大陸文化と直接結びつく出土品はあまり知られていなかった。その中で、今回、久原遺跡から弥生

時代前期と中期の共同墓地が確認され、朝鮮半島との結びつきのある磨製石剣や背銅製品が発見されたことは、注目

に値する。

それが次の古墳時代になると、様相が一変して来る。例えば古墳の数からいっても、古代宗像の範囲には約1,300基

ほどの古墳が知られており、前方後円墳も確実なもので30基ある。これは福岡県下の前方後円墳の約％にあたり、有

数の前方後円墳密集地帯である。またこの事実は4世紀後半から 9世紀代にかけて、玄界灘の孤島、沖ノ島で、国

家的規模での古代祭祀が行われたことにも関連づけられよう。特に沖ノ島では 4世紀から 7世紀にかけての祭祀場が

中心を占めていることから｀宗像での古墳の増加にも通じるものがある。つまり、沖ノ島祭祀を支えた宗像氏の力の

反映がそこにあっただろうし、また一方では釣川流域の水田開発がそれだけ進んで来たともいえるだろう。

特に久原遺跡は｀その釣JI(中流域の丘陵上に位置し、そこに広がる沖積地は宗像最大の平野である。このような当

時のー等地において築かれたのが、 4世紀から 6世紀にかけての50基の古墳群である。

■ 久原遣躊
（位置） 宗像市のほぽ中央、大字久原、光岡、王丸にかけての約22,000面の地域である。標高約30-40mの丘

陵上に立地する。'

（埋蔵文化財の調査） 宗像市民総合センクーの造成に伴い、昭和60-4'-8月-61年 9月にかけて、調査が実施さ

れた。

（遺跡の時期） 弥生時代（前期と中期）、古墳時代 (4-6世紀）、中世（平安時代末～鎌倉時代）にかけての

遺跡である．
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... 賽 2図 古代宗像の遺鑓分布図

1. 上原古墳

2. J: 野古墳（前方後円墳）
3. 勝浦14号墳

4. 勝浦12号墳

5. 桜京古墳（前方後円墳・装飾古墳｝

6. J: 高宮祭祀遺跡
7. 奴山 8号墳（鍛冶具出土）

8. 奴山 5号墳（淘質土器出土）

9. 奴山33・34号墳（皮袋形土器出土）
JO. 清田ヶ浦古墳群（鉄滓出土）

11. 宮地獄大塚古墳（巨石墳）
12. 今JII遺跡（銅鏃出土）

13. 手光波切不動古墳（巨石墳｝

14. 手光古墳群（蛇行鉄器出土）

15. 神興廃寺
16. 畦町遺跡

17. 久戸古墳群（三葉環頭出土・横穴群）

18. 相原古墳群（新羅土器出土）

19. 稲元黒巡遺跡（窯）

20. 稲元古墳群

21. 稲元日焼原遺跡（窟）

22. 城ヶ谷古墳群

23. 石丸遺跡（貯蔵穴）

公． 武丸大J:げ遺跡
25. 東郷高塚（前方後円墳｝

26. スペットウ古墳（前方後円墳）

27. 久原瀧ヶ下遺跡（鉄誕出土）

28. 光岡長尾遺跡（土笛出土）

29. 大穂町原遺踏

30. 朝町山ノロ遺跡（鍛冶具出土）

31. 浦谷古墳群（馬具出土）

32. 朝町百田遺跡（鉄滓出土）
33. 冨旭原梅木這跡（土漬墓群）
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■ 土蠣墓
● 古墳

● 石檜墓

▲ 石董土壌墓
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弥生時代前期

■ 墓地
弥•(.響P,} 代Ii•」期の位として。地［りを i閤） (ll"めて、その叩こ •E

．ず<'

打を埋葬した.U具斜と提棺位か発見された。 Jc柑U凶袂館偽も、

比校的狭い範囲カ・ら。まとまって見つかっている。上填堪の大

きさは.U: さ約 2nitiり後、如約6U<mt柑後で．成人一体を作った

ものである。それに対し、渠棺gは、壺のLIの大きさか怪約35

cmと小さく、小児を埋非したものと思われる。

±壌暴は全部で8基見つかっており、そのうちのll-8号土

壌釦からは、石訥氏h蘭 1点と省嘉扇紅討鏃4.点が出土してお
り、死者と共に埋められた副非品と思われる。また ll-5号土

壌墓からは、同じく副葬品として壺が発見され、その壺の時期

から弥生時代前期の土墳経群であることがわかった。

甕棺墓は全部で5基見つかっている。名称としては複棺募で

あるが、この場合は壺の中に死者を入れた後、鉢か壺でふたを

していたものと思われる。ところが、その後占項時代に入ってか

ら．麦棺墓のあった位潰に出1t1を築いているために、壺の上部

が削られて、かぶせた土器はほとんど残っていなかった。

以上から｀弥生時代前期．久原遺跡では成人用に土壊鉦を、

,j・児用に甕棺墓を用いていた,t;が明らかになった。

A. I -5号土墳墓出土の土醤

▲ 1-8号土珊墓

■ 肴柄釜右剣と肴茎鱚震治臼
ともに大陸系の磨製石器である．有柄式石剣は、手で握る

柄がつくり出されており、銅剣をまねして作られたものであ
な●こ

る。有茎磨製石鏃は矢の矢柄にさしこむための茎がついてい

る。

これらの石器は朝鮮半島に出土例が多く｀水稲耕作ととも

に、朝鮮半島から伝わって来たことが考えられる， H本では

分布が限られ．有柄式石剣の場合は対馬、北部九州、瀬戸内

海に面した愛媛県で多く発見されている。

磨製石剣は．朝鮮半島では墓（藉託石籍嘉ゃ支若嘉）に副

葬されるものがほとんどで｀同様な傾向は対馬にも見られる

（大半が箱式石棺墓）。ところが、北部九州では、集落跡のも

のが多く、逆に墓からの出土例が少ない。

久原遺跡では幕からの確実な出土であり、そのことからい

えば、朝鮮半島や対馬との傾向に類似している。

-16 -
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▲ 貯醸穴出土の土雑群

... 貯蔵穴群＼北から望む）

■ 約•*群
前期の共(ii]蘇地の南側'f坦血から、前期終わりから中期の貯蔵穴

か18基まとまって見つかった。貯淑穴とは、貯蔵用の大磁の意味で、

袋状に掘られた穴であることから、袋状竪穴とも呼ばれている．

入口部が狭く、底は円形の広がりをもっており、断面はフラスコ

形になるものが多い。久原遺跡の貯蔵穴は上面が削られていた可能

性が高く、実際には第 5図よりも入口は狭かったと思われる。また

このII-1号貯蔵穴が久原遺跡蚊大で、底の径が4m、深さは約

2.5mである。その他のものは底の径が2-3mである。

次に何を貯蔵していたかである力＼宗像市の石丸遺跡では、モミ
, •. a, 

殻つきのコメが貯蔵穴内の甕の中から出土したり｀春日市の門田

遺跡辻田地区の貯蔵穴の科学分析から、イネをはじめとした殺類や、

マメ、ドングリ等を貯蔵していた可能性が指摘されている，3

ところが、貯蔵穴内の温度は冬は暖かく、夏は涼しい一定Lた状

態であるが、湿度はひじょうに高い。この湿度のため、カピの繁殖

しやすい条件であることから、長期間の保存に用いられたかどうか

は不明である。

， _, 

-------------
,-'、／へ・.'

｀ ----------- 乎面図

お.OOM

断面図
霞
“ 2M 

第5図 I-I号貯竃穴 IS=i/80) 

▲ 聾棺墓（左下が1号、右上が2号甕棺墓）

► 甕檜（左が1号、右が2号甕棺）

-17 -



... 11'-1号土壌墓（南から）

弥生時代中期の共同墓地

■ 土壌墓群
弥生時代中期の共(ii]l,l;地は、久税遺跡の蚊も南c7)/l¥恨J:

で確認された。全部で33¥,の.-U廣紬が、群をなしている

1第 3図参照）。

中期の土墳屈は前期のものと異なり、 2段に掘りこまれ

たものが多く、真中の深い掘り込みの中に、死者を安遣し

ている。また各々の大きさから見て、幼児から成人までが

同じ共fa)経地内に葬られていたことがわかる。

銅剣と鉗矛を出土した上墳墓で｀―群の中で蚊大で

ある＼慕墳長紬2.9m、短軸1.9m、棺身長紬2.3m短

軸1.2m)。硲の略中央から、鉗剣と鉗矛、東測から管

£12点＼写氏右測）i向）が発見された。

土墳品の長軸は尾恨線に平行するものと．直交するもの

に分けられるが、分布の上では両者がi且在している。また

明らかに幼児用と思われる特に小形のものは、成人墓の隣

に並んでいる。

さらに、これら土J廣墓群の南側の掘り込みの中から、底

に穴をあけた祭祀用の壺が見つかっており、共同藝地に関

る祭が行われたと考えられる。

■ 銅剣と銅矛
普通、銅剣と銅矛そして銅文を背鉗利器と総称

するが、宗像ではこの青銅利器が今までほとんど

知られていなかった。特に宗像で、墓の中から確

実に青鉗利器を出土したのは、久原遺跡が初めて

である。

この銅剣｀銅矛は、共に細形銅剣、細形銅矛と

呼ばれ、弥生時代中期中ごろのものと思われる。

さて、細形銅矛であるが、柄をとりつける部分

の両側に耳をもっている（片方は欠失）。普通はこ

の耳は一つであるので｀特異な例といえる。他で
ちちがこ9しん.,

は、佐賀県（干々賀庚申山出土）や長崎県（サカ

ドウ遺跡）で、 1例ずつ知られており、韓国（酒

村面良洞里）でも 1例のみの出土である。

つまり、国内では 3例目の発見で、両耳付きの

銅矛としては、日本で最も古いものと考えられる。

◄ 織形鯛銅

編形鋼矛

長さ28cm、最大幅3.0cm

長さ21.5cm、最大幅3.1cm ► 

-18 -
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周辺の共同墓地

► 汐井掛遺躊（鞍手郡若宮町所在）

■ 北部九州の共同墓地

長さ12Umのltlll.l:につくられた、弥

生時代後期から 5世紀代し,';項時代）

にかけての位地群である C 発見された

経は全部で邸0基、その大キを.t壊駐と

木棺厖が山めている。

（幅岡県教育委員会提供）

久原遺跡をはじめとして、 ,i(j象で確認された弥生時代の共同塁地は、ほとんど土壌品詳である，他に大き

な墓地が見つかった富地原梅木遺跡では、中期の土墳墓が110基あまり発見された。久原遺跡同様、 2段の堀

り込みをもつものが多く、幼児から成人まで同ヒ共同墓地内に葬られていた。

また隣の鞍手郡、 i夕井掛遺跡でも、大きな共同墓地が見つかっている。ここでは木棺墓（掘り込みの中に

板材を組合せて棺をつくるもの）151基を中心に、土壊墓(77基）｀他に箱式石棺、石蓋土壊筵等が確認された。

そして各々の大きさから見て、木棺墓、土墟墓は主として成人用、石蓋土墳総は小児用｀箱式．石棺墓は双方

にと使い分けされていたようである。3

これに対し、幅岡、佐賀、筑後、唐津平野などは甕棺墓（甕や壺を棺として使用）が中心である，例えば
さ=·•

饂岡平野の金隣遺跡では、 348基の甕棺墓と 119基の木棺墓•土積墓と 2 基の石棺墓が見つかった。時期は弥生

時代前期から後期までであるが、大まかには最初に木棺墓・土壊墓が作られ、その後に甕棺墓、最後に石棺

募が作られたようである。また甕棺も成人用の大形のものから、小児用の小形のものまであり、共同の墓地

⑤ 
であったことがわかる。

... 史躊

（福岡市埋蔵文化財センクー提供）

▲ 金隈遺躊 219号聾棺墓（福岡市埋蔵文化財センクー提供）
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◄ 内行花文鏡（径12.8cm)
ti鉗鏡の背面は、幾何学的な図案で構成されている。

同心円を構図の基本とし、その一部に円をJ¥等分したA

個の円弧状の図形を配置する。

名前の由釆であるが、花文鏡とは円弧を花弁にみたて

ており｀それが鏡の中心に向かって並んでいるので内行

という。また鏡中央のつまみの回りには銘がある。鏡が
:'.l.."令人

半分のため不明な文字はあるが、「君且高官」と読みとll

る。「あなたは高い位にふさわしい人だ」とうい意味であ

ろう『さらにその回＇）に｀「産姉繭甘」という銘もある。

鏡を副葬していた前期古墳 (III-4号墳）

久原遺跡で、最初に築かれた古墳である。また宗像市郡を含めても｀数少ない前期古墳で、 4世紀後半代のものと

思われる．弥生時代の共同墓地とは異なり、一個人を葬った墳墓で、鏡を副葬していたことから｀この地域にかなり

支配力をもった首長クラスの墓であったと推測出来る。

古墳の大きさは、径約18mと小形の円墳である。しかし、久原遺跡の古項群の中では、最も高い尾根の頂部（標高

約37m)に築かれ、遺跡周辺の平野部を見降ろせる場所にある。また埋葬施設は、土墳内におかれた木棺を粘土でつ

つみこんで埋めた、帖土榔といわれるものである。さらにこの木棺は板材で棺をつくった組合式木棺である。

て.. とうて

▲ 鱚の出土状況（写真左から鉄斧、鏡、 JJ子（小刀｝）

► 古墳の雇溝内出土の土編暑壼

-20-



■ 講査の過程
埋作施殺は、水棺を帖土でつつみこんだ粘J:都であるが、実

際には木の棺は朽ちて残っていない。そこで、つつみこんだ帖

J: や地山を掘り込んだ跡を講介することで、木棺の形を復元す

ることになる。

① ,•埋非施設の確認）占1.nの項川は．径約 9m の平坦I面にな

っている。そこでその1吐!!1自の中央部を少しずつ掘り下げてい

一’ った。そして表面から約50cm下がったところで枯上の帯を 2箇 ¥l (c. が粘土帯）

哨確認．した＼短軸方向）0 帖土帯は約4m離れており、その間を

掘り下げたところ、長方形の掘り込みになることがわかった。

さらに長h形の掘り込みのIわからも、うすい枯土の層が見つか

った（写真①）。

この枯土の層が木棺の木五をおおった粘土で、また1的脇にあ

る帖土帯は．その木姦を固定したものと思われる。

• 一，な,ii'② ＼底面と遺物の確認）長 }j形の掘り込み中の粘土層を取 I) I (マが遺物の出土箇所）
除くと、底面が確認できた．底面の両側は一段高くなっており、

その高い段から鉄斧が出土し、低い面から錢と刀子（小刀）が

出土した（写真②）。

低くなった面は、幅50cm、長さ約180cmの長月形で．砂が敷

かれている。ここが実際に死者を埋葬した棺床にあたる。また

鉄斧の出土した高い段は｀迫祢オカズ箱と呼ばれ、副葬品収納

用の区画である（第6図）。

@(木棺の痕跡）底面を泊描すると、掘り込みの両側（長紬

方向）には帖土の帯があり、その帖土帝の内側で細い溝が確認

出来た。そしてこの細い溝力沐棺の板材直位）を立てた痕跡

である（写真③）。

④ （土壌の確認）全ての粘土を取り除くと、最初に地山を掘

り込んで作った土壊が確認出来た。底面には長軸方向と短軸方

向に 2列ずつ深い溝が掘られている（写真④）．

これら溝の中に枯土を敷いて、棺の板材を立て、さらに帖質

土をつめて、棺を固定したと思われる。また中央の深い土壊の

回りに、広い長方形の掘り込みが確認出来たため、二段に掘り

込まれた土壊であることがわかった（第6図）．

●箪

可・ 檜床 、4屯ズ1

二

④ （▽が深い溝）

（平iii)
舅ヽ図 1一ヽ号墳の壇霧篇設の模式図
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... 棺外副葬晶出土状況（①鉄鏃②鉄芹 ③滝）

鐙を副葬していた中期古墳 (I-1号墳）

▲ 竪穴式石宣

IJl-4号墳（前期古墳）が、最も高い尾根の頂部に位置していたのに対し、この古頃は台地の結辺に l基だけ築か

れた。古墳の大きさは、径約17mの円墳（現況）で、埋弄施設は小形の竪穴式石室である。この石室は四慨に石を積み

上げて壁をつくり、棺を入れてから蓋を閉める構造となっている。 1-1号墳の場合は、小口に大きな石を立て、側

壁は板状の割石を積み上げ、長さ2.8m、幅0.6-0.Sm、高さ1.5mの空間をつくり上げる．そして大きな石で蓋をし

たわけだが（天井石）、中にどのような棺を入れたかは、痕跡がないため不明である。また底面には玉砂利が敷かれ、

壁には赤い顔料が塗られていた。

墳丘は、土を一枚一枚つき固めて積み上げ、地面から高さ約 3mまで盛土している。また副葬品は、全て石室の外

の天井石のそばから、まとまって見つかっている。鉄斧、鉄鏃、雄（楢の先を反らしたような形の刃に、柄をつけたも
轟

ので、カンナの役割）、鐙（鞍の脇に下げ｀足を蹄みかけるための馬具）などである。

また、これらの出土品や石室の形態などから、 5世紀の古項と考えられる．

）
 -疇.:
.' —« 

；る
泊裂唸蕊綽滋索迄字謬忘立公卦

b 鼻

◄ 鉄襲輪鐙

5世紀初めの段階で、馬具が日本に登場する。馬具も初期

のものは、騎乗のための実用的な桜、クツワ、筵などで｀笞
ょ→

葉などの飾り物は｀やや遅れて大陸、朝鮮半島から日本に入

って来るようである（第8図参照）。

さて.鐙であるが、いくつかの種類があり｀木で輪を作り
し'uて.,,

補強として鉄を被せたもの（木心鉄装輪鐙）や、鉄のみの輪

鐙（鉄製輪鐙）。足を入れるソケットを作った壺鐙があげられる。

日本で初期の段階にみられる鐙は木心鉄装輪鐙で、鉄製輪

鐙はそれよりも後出 (6世紀）のものであった。ところが。

久原遺跡出土の鐙は。幅1.5cm前後、厚さ約6111mのつり輪状

になった（長径推定15cm.短径推定10cm)鉄製輪鐙で、 5世

紀のものと考えられる。

つまり、鉄製輪鐙の最も初期のものといえそうである。

- 22-
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＾ 
.t. IIJ...1 It 
・量 I I II I I I 

• . • I 
... jp. 複鏃

► 呉根鎌

■ 鉄鎌
射撃用武器としての矢は、矢柄の一端に鏃（矢尻）をつけ、 f胆偽に欠羽根をとりつけたものである C 全長6.7はm-

90cm位で、矢柄は木やシノダケを用いたようである。鏃は占れ時代前期には鉗鏃があるものの、占項時代を通じて鉄

鏃が多い。

[ -1号墳の棺外に副葬されていた鉄鏃の数は、残りの良いものだけで60点余 1)ある。出土した鉄鏃の形態は.fi,j 
,o• n ,, 

平で幅の広い平根鏃と、細みで鋭い尖根鏃に分けられる。平根鏃は深いj逆刺をもち、透穴をもつものがある。また尖

根鏃には｀鏃と矢柄を接統した部分に桜の皮を巻きつけている。数の上では尖恨鏃が圧倒的に多く、ギ根鏃はわずか

5点の出土である。

また古墳時代前期にはギ根鏃が多く、中期から後期にかけてrt通性の高い尖恨鏃が増加する傾向にある，

◄ 矢羽機
矢羽恨Ii、矢をまっすぐに飛ばし、回転しながらも鋭

＜射当てるためにとりつけたものである。古項時代の矢

羽根は二1父羽、三枚羽、四枚羽が見られ、二枚羽が主の

ようである。

左の拡大写真は鉄鏃に付消していた矢羽恨の痕跡であ

るが、山鳥の羽根の可能性が強い。

聾7図 1-1号墳（竪穴式石宣）断面の模式図
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▲ 前方後円墳の横穴式石室の臭雙

► 横穴式石室の天井

後期の前方後円墳 (II-3号墳）

6世紀中頃に、唯一の前方後円墳が築かれた。回りには

溝があり (lij籍）、溝の外側には堤（麻磁）がある． ■ 計測値
後円部の盛土の中にlむ石で組まれた単室の横穴式石室 項丘

があり、広さは畳約5畳、高さ2.7mあかまた西問のくび

れ部にむかって、塁道が開かれている（第13図）。

前方後円墳の項丘上には、円筒埴輪が並ぴ、家形埴輪や

人物埴輪の破片も見つかった。また、石室の中から、馬具 横穴式石室 全長

や、鉄製工具なども出土している。

現況の全長 45m 

II 前方部幅 20m

II くびれ部幅 12m 

II 後円部怪 26m

5.5m 

辻金具

■ 石室内出土の馬具
石室内から、鉄鏃（武具）、刀子・鉄斧．

''""'ず施（エ具）、辻金具・馬鈴・貝製雲珠（馬具）

が出土した。
.ヽ.● 
馬鈴は高さ5.2cm、径5.1cmの球形で、金

ばくをはった青銅製である。この鈴が馬の

どこにつけられたかは不明であるが、通状

直葎、倫磁、尻磁などに固定したり、垂

下したものである。

辻金具は面繋、尻繋の革紐が交差する部

分に取りつけ、普通四つの脚をもつ。この

辻金具は最大幅7.0cm、高さ3.2cmで、金ば

くをはった背銅製である n

第9図馬具の名称
（世界考古学大系3 1975より転載）
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宗像の前方後円墳

玄界濯に浮かぷ沖ノ島の占代祭祀に、深いかかわりをもつ；j計象氏．

その本拠地である宗像には、多くの前）i後円墳が存在する。

玄界灘に面した津屋崎町には、古墳時代中期 (5世紀代）になる

と、大形の占墳が巣中的に築かれる。特にi!t届崎町の勝浦、放笛｀
．．た
須多田と呼ばれる地域には前方後円墳が多い。ここは現在では水田

が広がっているが｀かつては海がかなり内陸まで入り込んでいた可

能性がある。また多くの前方後円墳が西の海をf . おり、海上交

通を支えた宗像氏の力の反映を示しているよ . ,, れる。

それが古lJ'1時代後期 (6世紀代）に入ると、叫方後円墳を含む古

墳群は、釣川を中心とした内陸部の丘陵地に分布を移す。特に釣JII

中流域は宗像最大の平野で、これを望むように久原11-3号墳｀ス

ペットウ前方後円墳が存在する。

この前方後円墳をはじめとした遺跡の集中状況は、この中流域を

中心とした平野部の水田開発が進み、高い農業生産力が生まれて来

たことを示しているように思われる。

I瀬戸 2号墳

2 瀬戸 4号墳

3 it谷4号墳
4 池田15号墳

5 桜京 2号墳
6上野3号墳
7 津JO号墳

8 iUl号墳

9 奴山14号墳

JO津17号墳llllllS号項9
11奴山 9号墳

12漬22号墳（第印号墳

13奴山17号墳

14 i配氾号墳
15須多田JO号墳

16須多田11号墳

17須多田16号墳

16須多田21号墳

19亀山古墳

20相原古墳

21城ヶ谷3号墳

22名残

23スペッtウ古墳
24東嘱高域

25須患クヒノ浦

26久原3号墳

27徳重高田16号墳

... 薪薩•位凪古墳欝 第30号墳（津屋崎町）

現存の全長54m、後円部径28m、前方部最

大幅34m、最小幅16.7mで、原形をよく残し

た前方後円墳である。
⑦ 

け上屋崎町教育委員会より提供）

!Ill図宗働の前方後円墳分布図
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" ,. ".; . 
宗像の飾られた大刀（刀装具）

刀轟 .... 
憂

... 聾10図圭頭柄頭装着模式図

4 圭頭柄頭とつば・はば急（久戸17・19号墳出土）

さ人・ 1か'"' ' ピ■ 銀象麟された三葉環頭（久戸9号墳出土.5世紀中ごろ）
つ令呼ヽ

全長約84cmの大7Jの柄頭で、長さ4.5cm、幅5.8cmのリング形（環頭）で

ある。その中に三つ葉の突起があり、三葉環頭と呼ばれる。全国では約20

例見つかっているが、銀の象眼の施されたものは、久戸出土のものと奈良

県、野山A2号墳 (5世紀後半）の二例だけである。

象眼とは、石、木、背銅、鉄などの素地に紋様を彫り＜ぽめて、金銀、

玉｀青石（トルコ石｝、ガラス、木、骨などをはめこむ（蔽入する）細上の

ことである。この久戸 9号填出土のものは．鉄の上からタガネで線を彫り．

銀を埋め込んだものと思われる？
”い •So令 n.■ 金銅襲の圭頭柄頭（久戸17号・ 19号墳出土）

全て、 7世紀前半のもので、①と②が組合せになる (19号墳出土）。①が

圭頭柄頭で②、③ (17号墳出土）は7Jのつばと、そのつばをとめて刀身

が抜けないようにする金具（はばき）である。

圭頭の圭とは、古来中国の天子が諸候に土地を与えた時の証拠の玉のこ

とで、上が丸く下が四角いものをいう。とりつけ方法は第10図が予想され、

はばきと柄頭の間には祈未が入り、その上を金銅線などで巻きつけたもの

と思われる。

... 三葉環頭（久戸9号墳出土）

2西

八
1.......:1 

‘“7 

頭B
5
 ，
 

0

-

――
 

り：＇
999,ふーー蒙▲
 

葦横田義章1985「圭頭と頭帷f九州歴史資料館研究論集11』
P.113より転載（名称は筆者が一部改変）
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土器焼きの記録ーある民族例から一（フィリピン・アトル村の場合）

縄文上器や弥生土器は、野焼きされたため、どのように焼かれたか確かなことがわかっていない。ところ

が現在、東南アジア各地では、野焼きにより弥生土器のような索焼きの土器を作っている。そこで一例とし

て、 7-rリピン、アトル村の上器焼きを紹介したい．

この村は、フィリピン、ルソン島の北部に位潰している．住民の多くは農業に従事しているが、土器をつ

くるのは、全て主婦の仕単である。帖土は近くの111ぺりで採取され、 2種類の枯土を掘り出してくる。それ

を木製の竪杵で、 3人がかりでつき砕き（約40分）、こね合せる。帖土は径20cm.高さ 15cmの円柱形のプロ y

クにして｀一晩寝かせておく。土器には壺形、鉢形、甕形などがあり、手づくねにしたり、回転台を用い

てつくり上げる。そしてつくり上げた後、中 2B程陰干しにする。

次に焼成であるが、まず地面に乾煤した細い丸竹を数十本並ぺ、その上に井げた状に丸竹を置き、焼成の

場をつくる。広さは畳3畳ほどであるが、そこに大形の土器を並ぺ、その上に小形のものを置くと、 40点近

くになる。土器の多くは口を横にし、私かせた状態である。次に回りを割竹でおおっていくが、割竹は太め

の竹を四つ裂きにしたものである。そして手にした稲のわらに点火し、それを割り竹の間に差し込んで大を

つげる。わらは火入後に、次々と割り竹の上にかぶせていく。そして火力嘔l'lを一周した後、最後に上面部

にワラを投げ込む。火入してから約30分後には竹は全て燃えつき｀その後しばらくの間、土器を熱い灰の中

に放置する。そ Lて最後に灰を取り除くと、赤褐色に焼けた土器が出来上がっている。時間にして点火後、

わずか 1時間30分のことである。<Jl 

以上が、アトル村での土器づくりから土器焼きまでの全工程である。

~ 
燒成の場をつくる 土暑を並ぺる

• ~.J- -. 

(~ 戸'v. ~.... ,・, 濱

I 
i、

ヽ...・ ・... 

｀ 
1J, 

割り竹を立てかける 劃り竹で土響を囲む

.... 
雇i

〇鴫恥>

火が全属する 火入れ菱、 1疇1111半 饒き上がIJ （写真は育柳洋治氏提供）
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宗像の蛇杵鉄蒻

■ 大井三倉遺跡出土
大It三fr遺跡第5号項¥6世紀末）から出上した蛇Ii鉄器は、

ハンドJい部と軸部から出米ている。ハンドル部はU字形、紬部

は蛇のように1111がり、一端が中空の円椅形になっている。この

ような蛇行鉄器は、朝鮮半島と H 本にのみ10数例し力•発見さ ll

ておらず、 }L州では 2例目、いずれも宗像から出土している

＼卒｛象郡fmllll町の手光i侑2号項）。

蛇竹鉄器は北朝鮮の高旬麓古項壁画に、鞍の後の部分に旗を

たてて、兵が馬にまたがっている絵があることから、旗立て用

の道具と推定された。具体的にはU字形の部分を馬の鞍の後輪

にとりつけ、軸部のソケットに旗を差し込んだ装飾品とする考

え方が有力である。
, .. ' ,.  ヽさ

また埼玉県行田市酒巻14号項 (6世紀後キ）からは、旗つき

の馬形埴輪が見つかっており、蛇行鉄器の用途を知る上でR重

な沢料とな-,てし、る

... 大井三倉遺踪第 5号墳出土の
蛇行鉄醤

◄ 崎玉県行田市蘊碁14号墳出土
の馬形埴●

（行田市立輝土博物館提供）

r旗つきの馬形埴輪は全長81<,n、長さ

忘｀最長輻12cmの旗をつけると高さは

lm近くになる。……問題の旗差し部分

は、クランク状に曲がっており、受け口

部分は旗を差し込み立てられるように深

さ10cmほどの円筒状になっている」・
⑩ 
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9
.

，1 



その他の埋葬施設

久届•.;且跡で発見された埋非施設として、弥生時代には：T壌経、毀棺

ら＼があげられる日また占lfl時代には、糾合式木棺をイiす帖目郊、竪穴

式ィ，オを、横A式イ 1 窄など力•あった 3

そして弥•t時代を主とするが、占瑣時代にも眼税L て使われた埋葬
.'.  ぞ......, 

施設として、イit訊こと (j益i:J-1負位かあげられる。久原遺跡では(i棺騒
4 基、 ,{_j 益上壌経 4 培力•発見された。はとんどが丘故の傾斜1面に作ら

れており、 2-3基ずつまとまっている。

・ 右棺菖
ほとんどの1-i棺集は、石の一部を抜かれていたが、 IV-3号石棺墓

だけは、完全に残っていた。揉晶42mと妓も高いところに染かれ｀左

右抽1個面に 31父ずつ、両小口に II父ずつ板石を立てて箱形をつくり、

四枚の板石で反井をふさいでいる。棺床には細かい石が敷かれ｀大き

さは、長紬1.7m、知紬0.4mである（写真①｀②)。また中に刀子 1点

か副葬されており、慕のつくりから古坑時代のものと思われる。
-・. ヽ．．．，
● 石葦土壌墓

3基の石蓋土壊経が、 IV-18号墳の固溝内から縦に並んで発見され

た。長さ l.I-1.65m、輻0.3-0.4mの長方形の土壊を掘り｀中に死者

を埋葬したのち、数個の板状の石で並をした墓である（写真③、④）。

副非品は何もないが、おそらく 18号墳を築いて、周溝を巡らした直後

につくられた、古項時代の墓ではないかと思われる。

またIV-3号石棺騒に隣接して｀二段に掘り込んだ土壌の中央に死

者を埋葬し、石で蓋をした墓も見つかっている (IV-4号石蓋土壌塁

・写真⑤）。大きさは上段の広い掘り込みが長軸2m、短軸1.2mで｀下

段の実際に死者を安置した掘り込みは、長軸1.3m、短軸0.3mである。

また副葬品は何もなかったため、はっきりとした時期は不明である。

⑤ "― 4号石董土蠣墓（石蓋）

-29-
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(j) n,-3号石棺墓 ¥1'.片部）

② "― 3号石棺墓！棺身I

③ 手前から 11'-1• 2•3 号石董土濃墓（石蓋）

④ 手前から"― 1• 2• 3号石董土濃墓（棺身）
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横穴式石室をもつ後期古墳

◄ 1-l号墳直から）

横穴式{j室の人LI部である:手

•iりに応Uか f申びている．また調企

Illのトレンチを掘っているため、

上の火It-石まで面出している s

バ7印が）J

久1尿逍跡で発見された古墳の大半は、横穴式石室をもつ後期占項である。前期から中期にかけてのtli土梱 <.III-4

号項）や竪穴式石室 (I-1号項）を埋非施設にもった占項が、一個人用の慕であったのに対し、横穴式ti室は追葬

ヵ可能な家族用の墓といえる。

そしてこの横穴式石室は、墳丘の横に入口を設けたもので、中に死者を安誼するための、伍積みの経室がつくられ
<•." 

ている。構造は通常、死者を安置する玄室と、その前方に設けられた玄室への通路である沃道に分けられる，玄室の

空間は高くて、広いのに対し｀羨道は通路としての役割から、やや狭くて長い。また玄室と羨道の間に小形の室（前

室）を設けた複室構造のものもある。

このような横穴式石室は中国・朝鮮を経て、 5世紀代（古瑣時代中期）には日本に波及する。そして 6世紀代にな

ると、全国的規模での横穴式石室の全盛期を迎えるわけだが、久原遺跡の横穴式石室も、ほとんどがこの時期に築か

れたものである。また久原遺跡での前期から中期にかけての古墳が、尾恨の高台や台地の端に単独で築かれたのに対

し後期になると、尾根線に沿って連紐した古墳群がつくられる。

---, .. 
► 閉塞石 (lll-7号墳）

数個の板石を積み上げて、入口を閉塞している。

上の写真は、これら閉塞石を取＇）除いた後のもの

だが．本来は死者を石室内に埋葬すると．右のよ

うに入口を閉鎖する。ただし、これら閉塞石｛よ簡

単に取りはずすことが出来ることから．その後の

追非が可能である。
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■ 古墳の築造過程
, 1・ ii阪 I:などに占!1¥:11袂 (lか）iを決めると、 Jljlftのj↓}合はIll地

f<1(uを円形に格形L、中央に J,形"'~'壌とその 1泊 }j に!?.辺を掘

'!Ii<<, また皿りに溝 II,~ 溝）を巡らしていく。

,.z: ~ 訊＼の底に J.~礎となる大形のィiを並ぺて、（直汐）輪邪を作り

Lけるぶそして知填収と {jの間に」：をl'fl,t,込みなから .'I•形ふ

るし・は小形のイiを積み I:げてiiの収を作り上げる¥1j. !'i,: じ）^

,j; あるf'il印 iを積みI:げた段階で、 [HJI)に盛Lをすることで、

h聾固定し．舷後に人形のk.JHiで益をする，さらにその_l:

に盛l:をLて、 8項としての屎観を整える。

■ 宗像の横穴式石室 1' 1¥1-21号墳全景，西から 1

叫象の横穴式,i産の特徴として、給壌の深さが上げられる。 IV
-21り爪は、凡壊の深い例であるが、中には天井石まですっぼり

如廣内に入ってしまうTi率もある。そのため、盛土のうすい、低

”証．の山1f1がかなり見られる。

ところが、久尿遺跡の最大tも恨に立ち並．；.：占lfl群 (U区）には、

な壊が浅く、高く盛土をした占れが多い。例えば、 11-21号項な

どはその典刑といえる直f.!'i②)。

またふ像では、 6世紀後半になると、玄室の前に決道を設けた

石杢が上流を占め、この時期になると複室構造のものが見られる

ようになる。 Ill-7号れはその頃に築かれた複奎構造のものであ

るが、これは前室の前に沃道をもたない石室である（第12図）。 ② 1-21号墳全景（西から）

ー.-..... 
... 1-J号墳の奥壁 ... 1-J号墳の天井 ... 1-J号墳の入口方向

► 1-7号墳石室計測値

£室)¾3.4m 、輻J.9m. 絲さ3m

前全長2.3m、輻I.Im、絲さ1.9m

俗追!i6m
墓遁

第12図 1-7号墳（横穴式石宣）翫画の槙式図
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▲ 久原瀑田古墳群遠景＼北西から）

整備された古墳群

（久原瀑田古墳群・宗像市指定史跡予定）
さ・い 曇

久1尿澤田占瑣群は．久IQ.遺跡中央を南北に走る、蚊};:尾根の北端に位誼している。この内の前方後円lftl基 lll-

3号墳）と円項3基 (11-4-6号!ft) を保存・整備し.;i;j象r!i指定史跡の第 1号に予定している。

昭和62年度宗像iii総合公固ギ業全体計画の中で、古項広場の整備計画＼総ユ貨 1億400万円）が決定され、 62年7月

-63年3月にかけて整備事業が行われた。古項群の復元図は、 S=1/100の地山測籠図に基づき、 S=i/300の古墳復元

模型を作製した。そLてこの復元模型に基づき、古項広場の基本設計図が出来上がった。

各古墳に残っていた石室は、危険防止のため埋め戻され、瑣丘は盛土をし、全面芝張りにした。また景観を生かす

ために、古積群の北東の空間も、施設を設けず、芝張りにした。さらに前方後円墳の手前と、古墳群を一望出来る箇

所に、 2件の説明板（台座式）を設置した。前者が前方後円墳の説明で｀後者が久原澤田古墳群の説明である。共に

写真を大きく用いて、視覚的効果をもたせている。

このように近接して立ち並ぷ保存古項は.6世紀代の久原遺跡のR厭な歴史的屎観といえる。

豪久原は大字、澤田は小字名である。

■ 久原瀑田古墳群計測値
Il-3号墳＼前方後円墳）はP.24参照

Il-4号墳（円lJ'I)墳丘径15m、横穴式石室全長4m、6世紀前半

Il-5号墳（円IJ'I)項丘怪16m、横穴式石室全長4m, 6世紀前半

11-6号項(fll墳）項丘径21m、横穴式石室全長4m、6世紀前半

◄ 保存整●された久原瀑田古墳群
手前に見えるのが｀説明板（台座式）
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賽13図 久廉瀑田古墳欝の現況図と古墳広蝙
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古墳時代の須恵器

lし）l'l時代のし器には、 I. 帥器と；n 心器の十い似•ある, I. 帥器は、縄文式 L器や弥•(・式 1 器"'技約ft;統を受けつし・

た、か焼きの！，器で. i(直器；ょ，•;t'i色をした硬,,1:器である

-ft.'/;. 器；よ、 9り）n防fい1消II. 5 世紀 ft.'I こ ~j鮮＇ぃ．，\から (J上、た ;Ii し, ·ll的による焼さ t~で. I』t~;Jii(;J ビ燒9杖知frに

大きな t.~徴カ・見られる 3 それまでkl;J, による[,,]転でL器を作り I・.げて来たものfJ'. ロクロを111,贔ることで、 v•l ♦i}J

を利Illしなから成彫出米るようになる」またそれまで｀計焼きされて,.たL器が．焼く時には必す：%を111いてし` る．
r心·•·窯：よ登窯とし・われ、山の知oi をトンネ I~状に掘り抜し、たり、和lliにlie,;{IiをJ¥i;り、そ九魯7>I部をJUI'でおお.,たも

のである 3 これにより、 llOU℃"tiり後の命溢1虻か得られ、硬'i'/7濱1忠器カ・焼きしかる

久 JJ;i,jfi粉では、このような頃恵器力,~;Jilの周溝や北近の中から多く発見されている～

曲唸芦西.:.ふーぶ砧ぷ．否 £=-'·-·~C.>碕丘蕊ぶi
▲ ① 董杯 l\"-21 号項 .6世紀、ん辺出土 .Ii~さ7cm 

② ＃ゑ lll-7 号項、6世~-)暉出土為さ4.紅

③ 林董 lll-7号墳、6世紀＆追出土塙さ4ぷcm

し・・ ふ

● 董杯

暉時代がfl忠器の器形には．壺、甕．＆杯、 f.~tf. 此t;、
"'', .. 
迎．提瓶などかある,u; は物を盛りつける器で、益杯とは必の
ある杯を指すと初期の段階から益杯は見られるが、 6世紀の益

杯の特徴は.Iイ、身の底や益の天井か丸く、全体；よ浅（扁・I'で、

小形である。また杯身に石を受けるための設偏がある。

■ 甕
甕は物を貯えるための大形の器である。底は丸底であることから．

<' ・しさ

地面を掘 1)、すえつけたものであろう。 r延喜式J (10世紀・・ド安時代）

には、須恵器の名称と用法等の記載がある。そこに出てくるミカやユ

力が甕の一種と思われ、水、醸酒、酢｀皆などを貯えていた液体の貯

磁用器となっている。

... <L撮Iii 11-6号墳、 6世紀、墳裾出土
高さ30cm

②提Iii III-7号墳、 6世紀J負J-i:出土
高さ18.5cm

► ② (!).iii鶴

▲ 甕 11-4号項、 6世紀、
地山整形面出土、高さ44.汝m

■ 撻瓶
須恵器に特有な器形で、液体を入れる容器である。

両肩には環状またはカギ状の把手が通常つけられ｀

水筒のようにさげて使われる。 5世紀の終わりから

6世紀初めに作られ初め.6世紀が中心となった。

また体部の片fl!IJを平らにL、水筒として携帝しやす

いようにしたものも見られる。

-34 -
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... 憩

漣

建

漣

聴

①

②

③

④

⑤

 

IV-17サ項、溝内/IU:、6世紀、高さ12cm
11 -4号1ft.'鼻内出上、 6世紀、麻さ12.5cm
lV-4号項、溝内出土. 6世紀、高さ10cm
IV-17号墳、溝内出土.6世紀、高さ15.ぷm
11 -5号項、項丘出土.6世紀、高さ12an

．
 

7

壼頸，短

液体を入れる吝器で．丸し・栴部に小flか1附いてし・る。そ

の小イLには竹をつきさ L•Ui:~W: L た。胞とは、腹能力•

ら米た名称で、はんぞうとし洸める。はんぞうは、訥かキ

分水体の中に挿L込まれているという紅味である，キ挿；。

また静岡県郷ヶ'I虹9サ墳では、行をさした状態の虹を持っ

た人物埴綸も発見されている：’

瑣俎器の壺にはいろいろな形がある。例えば大きく開い

""'・ベ●t.::~l 頚部をもつ広口壺、細く長い口頚部の長頚壺、短い口... ~.• 

頸部の短頚壺などである。蓋をもった有益短頚壺には、大

小二種類があり、小形のものは 5世紀から、大形のものは

6世紀に現われる。

． m漣

゜↓有董短頸壼I.小形）
と短頸壼

II -4号墳.6世紀．溝内出土

高さ 8cm

IV-17号項.6世紀、溝内出土

麻さ 7cm 

··.• ... . . - . . . ... 
滋辛盗這蕊和粒逗志苓琴滋紺と立訟．令滋目

．
 

ュ杯溢
-

• ② 配

～・ i
-・  ヤゞ•さ·~やクぷ屯だ蟻'

. "い
醤台

•.•·,. 鼻

器台には筒形器台と高杯形器台の二種類がある。ともに朝鮮半島

の土器の系譜を引いており｀須恵器の初期の段階に見られる。涵杯

形器台は、朝鮮半島の新羅｀加耶地方に類例があり、大形の壺を上

． 
にのせるものである。

また脚台の透L孔は上下縦に並ぺてあけられたものと、市松状に

並ぺたものがあり、特に前者は加耶地方に例が多い。

◄
 
裏杯形醤台

杯の底に脚をつけたものが高杯である。高杯には蓋のつく

ものと、つかないものがある。 5世紀段階の高杯は脚が短く、

杯の部分が大きかったが、 6世紀になると脚が長くなってい

く。そのため｀脚の透し孔も一段のものから二段のものへと

変化していく。そして 1世紀に入ると.高杯は小形化し、脚

には透し孔をあけなくなる．

このように、高杯一つをとっても、時間的な差によって｀

形の特徴が変化していくことがよくわかる。

-35-

ll-22号項、 6世紀、溝内出土、高さ42cm

▲ ①墓杯

②墓杯

③墓杯

IV-16号墳、6世紀、溝内出土、高さ）なm
IV-21号墳、6世紀、溝内出土、高さ）l. 恥m

IV-16号墳、6世紀講内出土、高さ)4C111



須恵器の成形から仕上げまで

,n忠器の成形 t¼.術の特徴に、ロクロの使JI]か上げられる。そしてこのロクロは、成彬段陪だけでなく、仕上げや文

様を施文する時にもfil!JIJされたふ

とこるか当時のロクロは、 l•tj 転 }J か,;,;かったたのか、帖し塊をいきなり挽き出して形を作ることがむずかしかった

ようである。そこで小形の成品も、蚊初は1/iJ:紐を巻き tげて大体の形を作り、それからロクロを lttj転させて形を t~

えていったと息われる。また特に大形の甕などをつくる時には、枯上様の巻きl:げの他に、 1111さ技法をIllいている。

これは巻き上げと lljlきを交li.に行うことで、粘J:紐を密 fl" サ，配を~;<え．「'i みを中均 fr.芦サるこ Eに、な味かあった，

... 甕 11-4号lfi.6世紀．頃丘中出土扁さ23cm • 左の甕底部の平行叩き目文

■ 叩き目
叩きの方法は、同心円をきざんだ道具を土器の内側にあて、平行線や格子目

を刻んだ叩き板で外側を叩いていく。そのために土器の外面には平行叩き目文

や格子叩き目文がつき、内面には同心円状の痕跡が残ることになる。また甕や

壺の胴部の多くがこの方法でつくられ、底面も同様に叩き上げることから．原

則として丸底の器形が出来上がる。

► 同心円状の憲躊

◄ カキ目

須恵器の器形には屈曲の強いものが多い。例えば壺や瓶などに

そのことがいえるが．これは胴部と口頚部を別々に作り、それを

後でつなぎ合わせた結果による。

左の写真は提瓶の胴部であるが、この中心点から径5cm(実寸）

の範囲は円形の粘土板で蓋をした箇所である。つまりこの嗣部の

反対面を下に向け、球形の器体を作り上げるが、指を入れる箇所

はどうしても円形の穴があく。そこで粘土板で蓋をし．写真の上

方向に別の穴をあけてそこに別づくりの口頚部をつなぎ合わせた

のである。

また胴部は粘土板で蓋をしたのち．ロクロを回転させながら、

櫛歯状の道具で器面をなでるため．細線のカキ目が出来る。

-36 -
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► ヘラ削ヽ J

杯の底面についている渦巻き状の削り跡は、ロクロで

杯の形を作った後、生かわきの状態で杯の底を上向きに

しロクロを回転させながら、帖土をヘラで削りとった

跡である（ヘラ削り）。また底面を内から外にむけて削 l)

とるため、削り跡や土器の胎土中に含まれている砂の引

きずれた向きで、ロクロの回転方向を知ることが出来る。
H む••

例えば大阪・淘邑古窯址群から出土した盗杯の観察結果

では、初期のころはほとんど左回り、その後しだいに右

回りが増え、 6世紀後キにはほとんど右回りに変わると

言われる。
~ 

▲ 短頸壼 IV-16号墳、6世紀、溝内出土、高さ6cm

► 鋼羮没
胴部の中程が強く屈曲しており、その屈曲

部の上下に八の字形になるような刺突文が施さ

れている。これは櫛を用いた刺突であるが、

上からみるとロクロを回転させながら連続的

に刺突文を施した様子がよくわかる。

-37 -

■ 須恵器の文樺
頃恵器の文様は、全て水・I'にl!!Iりを巡って＼ヽ

るここれはロクロのuif転を利Illして文様を施文

してし、った粘米とし、える。また；il.'/t. 器の文様ふ

複べ対位の如ltiなどに多くみられ、切期の段階で
•.' 

ふヘラ描きの鋸.~文、針格—f文、 i皮-tk 文グ）他、

町'f文、ダ!].<知：文、 1[線文などであった。それか後
には櫛描文や貼付文が主流となる。 1.i.の~;:j\は、

甕のLI絃部であるが、上から櫛描i皮状文、凹線、

櫛抽波状文、そして叩き目という構成である。

l 



.. 

中世の輸入陶磁器

久I以遺跡の台地の緑辺部を、求西Ji向に、幅 2-3m、長さ85111の大1鼻が走っていた。この溝の埋．土中から..k. 旦

の •I屯l製囚磁器と日常淮器か発見された。 •I咽製翔磁器は、 'I'安時代の終わりから~ 鎌れ時代にかけてのものが中心
”』●.''.  

で、磁器は肯磁と自磁に分けられ、 9印器としては褐釉四1.1壺が見つかっている IP.y参照）つ

磁器と紺器は、 1山J者とも釉がかけられ、窯でつくられたものであるが、磁器が長fj(I')含1ilil:の多い紺iiをよ材とし

たものに対し｀伐器は粘土を索Hにしている。また青磁は、釉の発色が肯緑色で、白磁は一般的には索地が白く釉が
, .... ,, 

透明のものをいう。そして大部分のものが中国末代の背磁、白磁で、肖磁には浙江省を中心に産出した龍泉窯系のも

のと、饂娃省(a]安窯系のものが見られる．

龍泉窯系としては.I勺面に卒花をあしらったものや、外面に遁希の文様をつけたものがある。また裏を返すと篇笞

の径が比較的大きく、高台の上と内部以外には釉がかけられている。そして同安窯系のものは櫛状およびヘラ状の道

具で内面や外面に文様をあしらっている。また高台は小さく、外面の下半部には釉がかけられていない。さらに白磁

には口詮部が！：．縁ちのものや、端部が水平のものがあり、泊j台の径は比較的大きい

-38-
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► 1-1号土墳墓

久！只遺跡では 3基の中世.I履糾が発見さ

れたが、完全に残っていたのは 1-1号：t

墳給のみである。長袖2.8m、短袖Imの仕

5形の掘り込みで、 ~tllll のー一菌iから訂磁椀

l点（写真① ・②）、土師器Jiill点と紙状の

漆製品が発見された。また鉄釘が24点見つ

かっており、いずれも木質が付着している

ことから、木製の棺を作る時に用いられた

しのと思われる。このことから死者を木棺

に葬む＇）、土墳内に埋めたのち、その上に

墓標として数個の石を配置したのではない

かと思われる．

◄ 青磁・白磁のIt測値

磁

磁

磁

磁

磁

磁

磁

f
青

r＂背

If
村

白

②

⑤

 

①
③
④
⑥
⑦
R
⑨
 

1-1号J:墳g
大溝

大渭

大溝

大溝

U-3号・JJI
大溝

(1j. 真右は I-2号土l廣墓）

副弄品 ll径 16.5cm 底径 6.J<-m 高さ 7.3cm 龍泉窯呆
埋土'P ll径 16.&-m 底径 6.3cm ,!ljさ 7 cm 甜呆窯系
埋土中 l1径 15.&四 底径 5cm 高さ 7cm 固安窯系
埋土中 口径 15.&nl 底径 4.8cm 高さ 6.San !oJ安窯呆
埋土'P LI怪 15.&曰 底径 6.1cm 高さ 7cm 脆泉窯系
因溝内埋土中 ［］径 16.2cm 底径 5.3cm 高さ 7,-m I司安窯呆
埋土中 口径 16.5cm 底径 7.3四 高さ 6.3cm

り

第14図 12世紀の宋（南宋）領域図

算15図宋代主賽古璽鑢分布図

① 
ぇ,,.,,,
越州窯 ② 柑極繭0・-I ' ' ' ' I ③ 籠簾藷 ④ 蘭蒻
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弥生時代の宗像

■ 概妻
叫象の弥生時代の直蹄数は、怜¥i,>j地りなどにJtぺるとかなリ

少ない。その中で、蚊も,,,.,-~It 期に彰 1,t された直跡カ・ボ栓給町
, 9・"・
の令ill直跡で、当時の海i阻我に近し・微晶地上に位滋している。

これは弥生時代初頭のその他の遺跡＼饂l~l,li板 iJ遺跡ゃ薪g町
"' 
仮臼逍跡）と同様な立地の傾Jiりである。それか以降の伽期から

後期にかけては、釣Ill流域の丘陵tに遺跡の分布を移すように

なる。但し．発見された遺跡は共l•l繕地や貯磁穴群が中心で、

明確な集洛跡や水1!l跡は見つかっていないっこれは丘陵上には

集活を作らず、より低い微砧地に生活の主体的な場があった可

能性が麻い。そのために、後世の水HJ開発等により、集iiiの痕 ... 光岡畏尾遺跡 I環溝と貯蔵穴群）

跡の多くが、すでに破壊されているとも与えられる．

また共[ii]堪地の埋葬施設として．枷関・日針に盛行した災棺俗に対し、小児渠館儀を除いては全て土J廣船である。こ

れは経制の上から糸島、悩岡地方とは異なり、遠1'(111下流域カ・ら豊1月地ガに類似した様相であるといえよう。

■ 主要遺跡について
【今Ji,遺跡]''

人ヽし

1位沼） ；い屋崎町-~在］の海岸砂J:i:上に位沼し、標級約10mである＼第 2図参照I,

ば発見された逍揖と遺物） 住居跡1基、貯磁,¥:2基と断面＼＇字形の i鼻が発見された。溝内からは多鯰の土器、土製

品等が出土し、また包含層中の出土遺物から前期M頭の遺跡と位置づけられる。

（特記'"項） 住居跡の形態は悧鮮無文上器文化のものに類似する。また発見された鉄鎌~｀銅鏃、銅ノミは朝鮮半島

に直接結びつ（出土品といえる。... 
【大井三倉遺跡)'

←っヽ・人か9こ

（位誼） 釣Illの支流、 Ji.並Ill西岸、大井の丘陵上に位設し、標高約20mである。
ば発見された遺構と遺物） 中期の貯函穴 3基と住居跡 1基.V字溝が発見された。溝の中から、多量の土器や土製

品、恨骨等が出土し、前期中葉に属する。

（特記卓項） 土器は今HI遺跡や遠r,:111下流域のものと類似する。
み・.,.. 
（光岡長尾遺鑢I

（位置） 釣111の支流、朝町Illの南の丘陵上に位置し、標高約30mである．

（発見された遺構と遺物） 住居跡、貯蔵穴. V字溝が発見された。 V字溝は50基以上の貯蔵穴を取り囲むように巡

らされに正円に近い藷藷で、東西約42m、南北約46mである。また溝の中から前期末から中期にかけて

の土器と石器が出土している。

つ'•"え
（特記事項） 溝の中から卵形をした土笛が発見された。土笛は全国 7遺跡で発見されているが、その中で最大であ

る（高さ9.7cm、蚊大幅8.0cmで上に吹口をもっている。さらに吹口の回りには 4つの小孔があけられてい

る）。
., ..... -・ f
ほ留京由遣躊I'

人たて？皇

（位置） 新立山から北に伸びる丘陵上に位置し、標高約35mである。

（発見された遺構と遺物） 後期の小児甕棺墓3基、住居跡 1基｀土墳墓 1基が発見された。

（特記事項） 小児麦棺墓の一つから、副葬品としてガラス製9卜玉と泌韮製晉盟が発見された。
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古墳時代の宗像

■ はじめに
; j・, 像の占rJl時代は、 5世紀代、海岸線に巣中する1りj/jj妾fl]項群

や、 6世紀代亀 r,111直域の止陵上に並ぷIり項群などによって代表

される。また占項出.tのものには、朝鮮半島からもたらされた新
•. , 8 
羅上器などのように、大陸との交流を表づける衣科も多い。

ところで、このような糸像での占打の集中や、大陸系文物の豊

かさは、海上交通や釣）II流域での水111開発が、それだけ進んだと

いう理由だけではなさそうである。そこで以下、次の 2点につい

て述べてみたい。

■ 鉄生産
近年、特に卒像で注目されている発見は、鉄生産に関るもので

ある。そして大まかには三つの発見に分けることが出来る。

［鉄の素材の発見】 久I尿遺跡の北側の低le陵＼揉晶IOm)に位誼する久原fa&ら斥遺跡は、占れ時代ヤJJめの島沿跡

である。このうちの 1軒の住居跡の床面中央から、完形の鉄挺（長さ32cm,か発見された，鉄筵とは鉄の廷板のこと

で、これを加工して鉄製品を作るわけだが、例鮮半島から輸入された鉄索材である。

［副葬されていた鍛冶工具】 津屋崎町の奴山 8号Jft¥第2・9図参照）は、全tc5Umの5世紀の前h移：f'llfiであ
~-"' るが、この横穴式石室内から鍛冶工具（鉄鉗とノミ）が発見された。・また6世紀になると、釣111..1:.淀域の丘陵地（標

高約40m)にある朝町山ノロ遺跡の 5・6号墳横穴式石室内から、鉄鉗と鉄づちがセットで発見された。8
~-·· 

これら鍛冶工具は、鉄を鍛えていく時に用いる道具で｀鉄鉗で加熱された鉄材をはさみ、鉄沫の上に醤き曾鉄づち

でたたき上げていくわけである。また朝町山ノロ 5 号填出土の鉄鉗は全長約47cmあり~ 日本でも最大級のものである~

さらに鉄づちの重さは約3.6kgある。

... 鐙冶工具 1iiiilと豆蘊）
悧LLFLLTノU5サ項出土

［鍛冶炉の発見］ 釣川本流やその支流の上流域で、集落跡が確認されているが、そこから鉄生産に関る遺跡が発

見されている。

た"'るた," 
武丸高田遺跡は標高約40mの丘陵上に位置している集落跡で、そのうちの重なりあった 2軒の住居跡の床面中央で

1)・"'"  
鍛冶炉が発見された。これは小形のもので、すり鉢形をし｀住居跡の年代から 6世紀代と考えられる。また野坂―町

向遺跡は標高約30mの丘陵上に位置する集落跡で｀このうちの 1軒の住居跡の床面中央でも鍛冶炉2基が発見された。

構造は武丸高田遺跡と同様のものであるが、時期は 5世紀代と考えられる？

以上、古墳時代の各時期にわたり鉄生産に関る例をあげてみたが、古項時代初めの集落内からの鉄筵の出土は、

海上交通を通じて、早い段階から鉄生産に大きな比重がかけられていた証拠ともいえる。また鍛冶工具を副葬してい

た古墳の埋葬者は｀おそらく鉄生産にたずさわった集団のリーダーであっただろうし、それを裏づけるように. 5世

紀代には集落内で鉄生産が実際に行われていたのであふそしてこのような鉄生産と共に、もう一つの大きな柱が、

次の須恵器の生産である。

■ 須恵器の生産
.,, を;"'がばる

宗像市須恵・稲元は｀幅岡県下でも有数な窯跡地帯である。調査されたのは 3遺跡のみであるが、稲JtB焼原遺跡

と福始簸蓋遺跡では、いずれも 4基ずつの窯跡が発掘されている。その結果. 6世紀代の窯跡であることがわかった。

このように、宗像の古墳時代には、早い時期からの鉄生産および6世紀代になっての須恵器生産という.二つの生

産面からの力の充実が考えられる。また言いかえるならば、古墳の集中や副葬品の豊かさをもたらした、生産面から

語れる、直接的な根拠ともいえよう。
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浦谷古墳群J-3号墳の現況（▽印が古頃の箇所）

Q
 
どうしてそこが遺跡とわかるのですか。

, tiの教行委H会では、どの場riJrに．遺跡があるかというこ

とを、 '.,ffli調介によって．調ぺています。またどうしても土

地を開発するという時には、現地にいって遺跡力•あるかない

かをさらに確認します。そしてそこに遺跡があるとわかった

時は、埋成文化財の発掘調介を行うことになります。

ところで奮どうしてそこに遺跡があるかわかるのかという

ことですが、特に昔の集活の跡などについては、上の土をは

いでみないと、正直なことはわかりません。ただし、目安と

して田んぱや畑などで開墾されている時は、下に埋まってい

る土器などが、表面で採集出米ることがしばしばあります。

また集活がつくられやすい地形かどうかということも判断

の材料になります。

また古墳については、未像の丘陵地にははとんどそれがあ

ると考えられます。例えば丘陵上に自然地形ではありえない

ような．高まりがあるようなものは、古項の可能性が大きい

です。特に宗像の場合は低い墳丘の古墳も多いために、浦谷

占積群J-3号項のように全く自然地形と変わらない場合も

多いのです。逆に久原 I-1号墳のようにひじょうに高い墳

丘をもった古墳は、宗像市内では珍しく、これは久原遺跡の

一つの特徴といえます。

盗握とは何ですか。

埋蔵文化財は、国の財産であるために、現在では文化財保護法により文

化庁に届出をしないで採掘することは、盗掘という行為になります。

ところで、宗像には古墳が多いわけですが、現在までにそのはとんどは

Q
 

盗掘を受けています。古墳にみられる盗掘の歴史は古く、中世が一つの全

盛期であったともいわれています。もちろん盗掘は、中の副葬品目当てで｀

入り込む場合も多いのですが、石室に使われている石材ごと持ち出してい

ることも多いようです。例えば45ページの「古墳あれこれ」を見ますI::、

古墳によって石材の残存状況が全て違います。中には、全て持ち出されて

いる古墳もあります。これは石材を，石垣などに使う目的で、運ぴ出して

いる場合が多いからだと思います。

さて、久原II-3号墳（前方後円墳）を例にとりますと、これも石室内

は電完全に盗掘を受けていました。この石室の入口部の閉塞石は全て取り除

かれていたので，第一の侵入路は入口からでした。次にある程度の年月が

たちますと、入口から墓道にかけて、土が流れ込んで、埋まってしまいま

す。そのような時に、上の方から穴をあけて、天井石の下の石を抜いて冨

中に入っています。これが第二の侵入路です。このように、古墳を調査し

ていきますと、生々しい盗掘の歴史すら浮かび上がって来ます。

-44 -
，
 
i
 ！
 
ょ



•A 

Q どのように壌瀧文化財の鯛査を行うのですか。

埋蔵文化財の講査は、実際に現地で行われる発掘作業、そして発見された遺物や遺構

図を冦内に持ち返って洗い｀復元、実測などを行う整埋作業、 さらにそれを分折し、

まとめ I:げる報告督の作成という 3工程にわかれます。

そこで｀このうちの発拙作業について、説明します。埋蔵文化財の多くは．上中に埋

もれているしのがはとんどですので、 .I:から順に土を ll'i.ずつ剥ぎとっていくことか甚

本になります。これは占項も集沿跡の調企L同様で｀掘る対象によって部分的に下げる

のか、全面を下げるのかといった違いが出て米ます。例えば、占墳の場合ですと．項頂

部からトレンチ（確認用の方形の溝）を掘って、石室などを探っていきます。またそれ

と共に、どのように盛土をしていったかを調べるために．墳丘にトレンチをあけます。

このように古墳構造の調社をしながら、石室内や項丘に埋め込まれている遺物の位置

を確認Lます。遺物（特に土器）は年代決定の直要な資料となります。また、それが謹

かれている位置によって、非制の一端を知ることにもなりますので、図化や写真化が必

要になります。すなわち、私達の祖先の歴史を物から解き明かしていくためには、大変

な時間と労力が要求されるのです。

f
q
T
P
 

9
,
 

胃査開姶前のお誼

量Z
古の填丘繭をきれいにかき出す 古墳の蠅山豊形面の検出 周辺の溝の検出

久原遺跡の古墳あれこれ

1-16号墳

一

幽-平板実測による地形図作製

戸
石宣内から外へ土を運ぶ

瓦

冒ー 1号墳
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